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研究要旨 

平成 24 年のがん対策推進基本計画改定時に初めて小児がん医療への対応が盛り込

まれ、小児がん拠点病院および中央機関が指定された。そして小児がん拠点病院を中

心としてさらなる小児がん医療の質の向上を目指し、より理想に近い小児がん診療を

行うことができる体制を構築することが求められている。そのために小児がん拠点病

院同士や中央機関の診療連携の実態把握、患者の動態調査、ブロック毎の地域医療の

把握を通して、医療連携の在り方を検討する必要が在り、当センターは他の小児がん

拠点病院と分担し、小児がん診療病院の実態把握と評価を行えるような Quality 

Indicator（QI）案の作成、検証を行う。 

さらに、地域の小児がん診療レベルの向上のために、地域の小児がん診療病院との

連携体制、小児がん診療に関する啓発活動を行う。 

また、小児がん経験者の増加と共に求められている、晩期合併症の早期発見、診療

を行う長期フォローアップや、成人医療への移行医療に関する体制の整備を行う。 

 

 

Ａ．研究目的 

 平成 25 年 2 月に小児がん拠点病院が

（以下「拠点病院」とする）が全国に 15

施設指定され、小児がん医療の質の向上

を目指している。そこで、まず拠点病院同

士や中央機関の診療機能の調査を行い、

また診療連携の実態を把握する。次いで、

小児がんを診療する病院の診療機能の実

態調査を行う。その際に小児がんを診療

する病院の実態把握と評価を行えるよう

なシステムとしての Quality Indicator

（QI）案の作成、検証を行う。 

また当センターのある東京都は日本の

人口の約 10 分の 1 を抱えた大きな医療

圏であり、さらに周辺各県を加えるとそ

の医療圏はさらに大きくなる。東京都に

は小児がんを積極的に診療する病院が拠

点病院 2 病院以外に約 10 病院あり、その

医療機関の間での連携も重要であり、地

域小児がん医療連携体制整備を行う。 

当センターは小児病院でありながら、

同じ建物内に成人医療機関も併設されて

おり、成人医療機関との長期フォローア

ップや移行医療の連携体制構築について

モデルとなりうる施設であり、長期フォ
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ローアップや移行医療に関する体制整備

を目指す。 

 

Ｂ．研究方法 

 １）Quality Indicator（QI）案の作成 

研究分担者である大阪市立総合医療セ

ンター藤崎氏の作成した QI 案について

実現可能性について検証を行う。 

 ２）地域小児がん医療連携体制整備 

 東京都の事業である「東京都小児がん

診療連携協議会」事務局として、主に東京

都内における小児がん診療病院間の連携

体制整備、一次医療機関に対する小児が

ん啓発活動を行う。 

 ３）長期フォローアップ、移行医療体制

整備 

 当センター及び東京都立多摩総合医療

センターとの間でこれらのモデルを施行

する。 

 

Ｃ．研究結果 

 １）Quality Indicator（QI）案の作成 

今年度は藤崎氏の作成した QI 案に基

づいた当センターのデータ算出を行った。

QI には 36 指標あり、当センターでは全

項目のデータ算出が可能であった。しか

し、当センターは電子カルテ導入病院で

はあるが、いくつかの指標（中心静脈カテ

ーテル関連血流感染率、術中出血量、輸血

量等）に関しては、完全な手作業での算出

となったことでデータ算出者の負担が大

きかった。またいくつかの指標（外来化学

療法件数等）についてはその定義がまだ

不十分であることが明らかになった。し

かし、QI の実現可能性については十分に

実証することができたと考える。今後は

これらのデータを実際に各施設で医療の

向上に結び付けることができるかが課題

である。 

 ２）地域小児がん医療連携体制整備 

 25 年度に東京都は、都内拠点病院 2 施

設、東京都が指定した東京都小児がん診

療病院（12 施設（現在 11 施設））、東京都

医師会、がんの子供を守る会による東京

都小児がん診療連携協議会を発足した。

当センターはその事務局となっている。 

協議会事業として以下のことを行って

いる。 

26 年度に都内の小児がん診療を行って

いる 14 施設に関する情報を公開

（ http://www.fukushihoken.metro.toky

o.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/index.h

tml）し、毎年更新を行い、各診療機関の

診療機能の実態を把握している。（現在は

13 施設。） 

 また 26 年度末に「小児がん診断ハンド

ブック」を作成し、都内の小児科系を中心

とした一次医療機関に配布、またこれを

用いた勉強会を開催した。28 年度は「小

児がん治療終了後の予防接種」などの内

容を含んだ一次医療機関向けの研修会を

都内の協議会参加 6 施設において実施し

ている。 

 また 27 年度、28 年度と小児がん患者

さんおよびそのご家族向けリーフレット

「患者さんご家族へのご案内」を作成し、

小児がんに関する患者サポートの普及、

均てん化に取り組んでいる。 

 ３）長期フォローアップ、移行医療体制

整備 

 28年度からJCCGの長期フォローアッ

プ委員会メンバーによる長期フォローア

ップ外来を週１回開設した。その外来で

は、あらゆる小児がん、造血細胞移植後の

患者さんを対象とし、各患者さんに最適

化したテイラーメイドの長期フォローア
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ッププランの作成、そしてそれが実際に

適切に行われているかの評価、修正を行

うことを目的としている。実際の長期フ

ォローアップ項目に関してはむしろ患者

さんの利便性を考慮し、曜日限らずに実

施していくこととしている。 

 小児がんに限定したものではないが、

移行看護外来が 25 年から当センターに

は開設されており、自立支援を主体とし

た移行プログラムを開始している。27 年

度に初めて、骨髄移植後の患者が成人医

療機関に移行することとなった。また、東

京都立多摩総合医療センターとの間に体

系的に成人医療機関への移行を行うため

の「移行医療委員会」が設立された。28 年

度はさらに 15 歳になった患者さんを基

本的に全員（退院直後の患者さんなどは

除く）移行看護外来にエントリーする、ま

た患者さんとご家族を分けて心療を行う

ことを開始している。これにより移行プ

ログラムへの参加患者数が伸びている。 

 

Ｄ．考察 

 Quality Indicator（QI）や共通フォー

マットを用いた情報公開を通じて、拠点

病院や中央機関、その他小児がん診療病

院の診療機能、診療実態を把握すること

は、日本における小児がん医療体制整備

にとって有意義かつ不可欠のことと考え

られた。一方で実際のデータ集積や、それ

ぞれの指標の具体的な定義に関してはさ

らなる修正が必要と考えられた。またガ

イドライン治療がほとんど存在しない小

児がん分野においては、それら指標の客

観性や妥当性の評価が成人がんと比較し

て難しいと考えられた。 

 長期フォローアップや移行医療という

小児がん特有の課題に関しては、小児病

院単独では克服することが困難で、成人

医療機関との連携体制を整備することが

重要であるが、十分実現可能であると考

えられた。 

 

Ｅ．結論 

 日本の小児がん診療の体制整備のため

に、小児がん診療を図る尺度（Quality 

Indicator（QI））の作成およびその算出を

行った。また地域小児がん診療連携体制

の更なる整備、長期フォローアップ外来

モデルの作成、移行医療における成人医

療機関との連携体制整備を行った。次年

度以降はこれまでに明らかになった課題

を改善できるような修正と、さらなる体

制整備を行う。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（総括研究報告書にまとめて記入） 
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